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１．事業の概要

●茂原一宮道路二期は、茂原・一宮・大原道路の一部である茂原一宮道路（長生グリーン
ライン）の茂原市から一宮町までの５ｋｍを構成する道路である。

●茂原・一宮・大原道路、鴨川・大原道路、館山・鴨川道路は、首都圏中央連絡自動車道
（以下「圏央道」という。）の整備効果を外房地域へ広く波及させ、観光の振興、防災力の
強化を図るとともに、外房地域の骨格を形成する道路である。

Ｎ

■外房地域の高規格道路
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１．事業の概要

対象区間

千葉県

事業区間 ：茂原市三ケ谷～長生郡一宮町一宮

事業延長 ： Ｌ=5.0㎞

幅 員 ： W=9.5m

道路規格 ： 第３種第２級

設計速度 ： 60㎞/h

車 線 数 ： ２車線

事業期間 ：令和５年度～令和１４年度

事 業 費 ：約１７０億円(再評価区間：173億円)

計画交通量：８，０００台/日（令和２２年）

ちょうせいぐんいちのみやまちいちのみやも ばら し さんがや

■位置図

■計画概要
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事前評価対象区間

一体評価区間

凡 例
：国道
：主要地方道
：一般県道
：その他道路
：茂原一宮道路（供用区間）
：茂原一宮道路（事業中区間）
：茂原一宮道路（評価対象区間）
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１．事業の概要

■横断図

茂原市道1-10号線
（広域農道）
交差箇所

(主)茂原夷隅線
交差箇所

瑞沢川 (一)南総一宮線
交差箇所

■縦断図
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茂原一宮道路二期（茂原市三ケ谷～一宮町一宮）Ｌ＝5.0ｋｍ
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ケ
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一
宮

■平面図

南総一宮線バイパス
（事業中）

(主)茂原夷隅線

単位：m

凡 例

： Ｉ Ｃ

盛土区間 切土区間

凡 例
：茂原一宮道路二期
：盛土区間
：切土区間



２．事業の必要性
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（１）上位政策と全体計画との関連

高規格道路
主要な都市や重要な空港・港湾を連絡するなど、高速
自動車国道を含め、これと一体となって機能する、
もしくはこれらを補完して機能する広域的な道路ネット
ワークを構成する道路であり、求められるサービス速度
が概ね 60km/h以上の道路。

茂原一宮道路

※茂原一宮道路(長生グリーンライン)は、高規格道路「茂原・一宮・大原道路」の一部を構成する道路

■広域道路ネットワーク図

●千葉県広域道路交通ビジョン・計画（令和３年６月策定）において、全国や県内各地と
交流・連携の強化、平常時・災害時を問わない安定的な人・モノの流れの確保するため、
「茂原・一宮・大原道路」を高規格道路に位置付けている。

●茂原市都市計画マスタープラン、一宮町都市計画マスタープラン及び睦沢町総合戦略
などにおいて、「茂原一宮道路（長生グリーンライン）」の整備を促進する位置付けがある。

出典：千葉県広域道路交通ビジョン・千葉県広域道路交通計画



２．事業の必要性
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（２）交通の状況

●現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号は混雑度が１．０を超える区間が続いており、混雑時旅行
速度が県平均（２８．９km/h）を下回る区間があり、交通混雑が発生している。

出典： H27道路交通センサス混雑時旅行速度

■現道区間の渋滞状況（撮影日R4年3月）

撮影地点：宮原交差点(一宮町宮原782-1)

■現道区間の旅行速度の変化

出典：H27道路交通センサス

■現道区間の混雑度と混雑時旅行速度の状況
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：混雑度0.00～1.00
：混雑度1.00～1.25
：混雑度1.25～1.75
：H27ｾﾝｻｽ混雑時旅行速度
県平均以下区間
：茂原一宮道路（供用区間）
：茂原一宮道路（事業中区間）
：茂原一宮道路（評価対象区間）
：現道の旅行速度変化の抽出区間
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出典：交通事故統合データベース（H28～R2）イタルダ区間データ

２．事業の必要性

7

（３）交通事故の発生状況
●現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号では、死傷事故率が４９．１件/億台キロであり、
県平均（４３．１件/億台キロ）を上回る状況である。

●また、現道の交通事故の多くは渋滞が要因の一つである追突事故が約６割を占めている。

人対車両
8%

正面衝突
2%

追突
57%

出会い頭
17%

右左折時
8%

その他
6%

車両単独
2%

出典：交通事故統合データベース（H28～R2）
イタルダ区間データ

■現道区間の死傷事故率の変化（H28-R02）

■現道区間の事故類型（H28-R02）

出典：交通事故統合データベース（H28～R2）
イタルダ区間データ

■現道区間の交通事故の発生状況について
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凡 例
：国道
：主要地方道
：一般県道
：その他道路
：茂原一宮道路（供用区間）
：茂原一宮道路（事業中区間）
：茂原一宮道路（評価対象区間）
：死亡事故発生箇所（H28-R02）
：重傷事故発生箇所（H28-R02）
：現道の死傷事故率算出区間

上茂原



２．事業の必要性
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（４）災害による通行止めの状況
●長生・夷隅地域の東西を結ぶ主要な幹線道路である現道の一般国道１２８号、一般国道４０９号は、
約３．５ｋｍが浸水想定区域を通過している状況である。

●令和元年１０月の台風２１号に伴う豪雨により、一宮川流域の大規模浸水被害が発生し、現道の
国道１２８号も冠水して通行止めとなった。

■令和元年10月豪雨時の道路状況■現道区間周辺の洪水浸水想定区域と緊急輸送道路
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出典：重ねるハザードマップ 洪水浸水想定区域（計画規模）
千葉県緊急輸送道路図（令和３年３月）

凡 例
：浸水想定区域の通過区間

：一般国道（指定外）､県道等【供用：１次路線】

：一般国道、県道等【２次路線】

：茂原一宮道路（供用区間）

：茂原一宮道路（事業中区間）

：茂原一宮道路（評価対象区間）
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一宮町役場

昭和橋北
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現道の浸水想定区域の通過延長：約3.5km

全線に渡って浸水の影響を受ける恐れがある
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令和３年第三次救急医療機関搬送人員

その他第三次救急医療機関 ドクターヘリ(君津、北総）
帝京大学ちば総合医療センター 千葉大学医学部附属病院
亀田総合病院 東千葉メディカルセンター

東千葉メディカルセンター

N=1,087 単位：人

69%

２．事業の必要性
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（５）救急の搬送状況
●２４時間体制で重症患者の受け入れ可能な第三次救急医療機関が存在しない長生地域の
救急患者の約４割は管外の医療機関へ搬送されている。

●このうち第三次救急医療機関への搬送は近隣の「東千葉メディカルセンター」が約７割と最も多い。
●茂原市三ケ谷、睦沢町、一宮町から 「東千葉メディカルセンター」まで到達時間は30分以上である。

出典： H27道路交通センサス混雑時旅行速度
長生地域：茂原市、長柄町、長南町、白子町、長生村、睦沢町、一宮町

出典：長生郡市広域市町村組合消防本部

2,735
41%

3,995
59%

令和３年救急搬送人員の搬送先

管外 管内

N=6,730 単位：人

■救急医療機関への搬送状況 ■千葉県の第三次救急医療機関

出典：千葉県保健医療計画

茂原一宮道路

凡 例
：救命救急センター

：長生郡市広域市町村組合 消防本部

：長生郡市広域市町村組合 消防本部管轄地域

管外搬送先の内訳

N

S

EW

■東千葉メディカルセンターの30分到達圏域
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３．経済的・社会的効果

（１）交通の円滑化・安全性の向上
●一般国道１２８号、一般国道４０９号の通過交通が茂原一宮道路へ転換が図られ、 現道区間の
渋滞の緩和され、交通の円滑化が図られる。

●一般国道１２８号では交通量が約４６百台/日転換し、混雑度が１．０未満に低下するとともに、
渋滞に起因する交通事故が減少し、安全性の向上が期待される。

※整備なし：H27道路交通センサス観測交通量
（観測地点:一宮町宮原）

整備あり： H27道路交通センサスR22OD表による
交通量推計結果
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凡 例
：国道
：主要地方道
：一般県道
：その他道路
：茂原一宮道路（供用区間）
：茂原一宮道路（事業中区間）
：茂原一宮道路（評価対象区間）
：交通量・混雑度減少区間

(一)正気茂原線
■茂原一宮道路整備前後の交通量・混雑度
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●一宮海水浴場や2020年東京オリンピックのサーフィン会場である釣ヶ崎海岸を有する一宮町では
圏央道（東金・木更津間）の開通後、サーフィンを目的とした来客が増加傾向にある。

●茂原一宮道路により、釣ヶ崎海岸から圏央道の茂原長南ＩＣまでの所要時間が約２０分
短縮する等、観光地へのアクセス向上により観光振興に寄与する。

（２）地域の利便性向上（観光）
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※開通前：H27道路交通センサス混雑時旅行速度
開通後：事業区間は60km/hを使用

出典:千葉県ＨＰ、一宮町ＨＰ

2020年東京オリンピック会場
釣ヶ崎海岸 茂

原
長
南
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タ
ー
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開通前

開通後※

約42分

約20分短縮 約22分

■所要時間の短縮（釣ヶ崎海岸までの所要時間）

出典：千葉県観光入込調査（H20～ R2年）

東日本大震災

圏央道
（東金・木更津間）

開通

■長生地域の主な観光施設

凡 例
：開通前の利用経路
：開通後の利用経路
：茂原一宮道路（供用区間）
：茂原一宮道路（事業中区間）
：茂原一宮道路（評価対象区間）
：主要観光施設（10万人以上）
：主要観光施設（10万人未満）
：国道
：主要地方道

■一宮町（サーフィン）の観光入込客数

出典：R02千葉県観光入込調査
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３．経済的・社会的効果
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（３）地域防災機能の強化
●長生地域を東西に結ぶ緊急輸送道路ネットワークの強化が図られるとともに、リダンダンシーの
向上が図られる。

●盛土・橋梁構造による浸水想定より高い道路構造とすることで、災害に強い道路として防災機能
の強化に寄与する。

■長生地域の洪水浸水想定区域と緊急輸送道路の状況 ■盛土区間断面の整備イメージ
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千田

一宮町役場

昭和橋北

85

◎茂原一宮道路は浸水想定区域を約2.0km
通過

●浸水想定高より高い道路構造とすること

で浸水など災害の影響を受けづらい道路

出典：重ねるハザードマップ 洪水浸水想定区域（計画規模）
千葉県緊急輸送道路図（令和３年３月）

凡 例
：浸水想定区域の通過区間

：一般国道（指定外）､県道等【供用：１次路線】

：一般国道、県道等【２次路線】

：茂原一宮道路（供用区間）

：茂原一宮道路（事業中区間）

：茂原一宮道路（評価対象区間）

３．経済的・社会的効果
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（４）救急医療活動の支援
●茂原一宮道路の整備により、東千葉メディカルセンターへの３０分到達圏域が拡大し、一宮町
役場～東千葉メディカルセンターまでの搬送時間が短縮することから、救命率の向上に寄与する。

●搬送時間が１９分短縮されることで、多量出血による重症患者の救命率が約３６％向上

※H27道路交通センサス混雑時旅行速度
長生地域：茂原市、一宮町、睦沢町、長生村、白子町、長柄町、長南町

※開通前：H27道路交通センサス混雑時旅行速度
開通後：事業区間は60km/hを使用
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心臓停止 呼吸停止 多量出血

開通前約95％

開通後約59％

開通前

約52分

開通後

約33分
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■東千葉メディカルセンターへの３０分到達圏域の拡大

一宮町役場～東千葉メディカル
センターまでの搬送時間が
約19分短縮
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茂原長南IC

茂原北IC

大網白里SIC

東金IC 東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
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ン
タ
ー

一
宮
町
役
場

開通前

開通後

約52分

約19分短縮 約33分※

搬送時間が19分短縮し、多量出血に
よる重症患者の救命率が約36%向上

■搬送時間の短縮による救命率の向上

カーラーの救命曲線による死亡率

出典： H27道路交通センサス混雑時旅行速度より算出

■搬送時間の短縮

消防本部の声
（R4.1ヒアリングより）

・現在の開通区間（茂原長南IC～町道利根里線）だけでも
十分早く移動できるようになったと感じています。
・茂原市三ケ谷から一宮町一宮まで延伸されれば、
救急搬送時のルートとして利用されると考えられます。

■30分到達圏域の拡大
◎人口：564百人（58百人増）
◎面積：99㎢（15㎢増）
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開通前の利用経路

開通後の利用経路

３．経済的・社会的効果
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■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和４年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備
に要する
事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）
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（５）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ
令和４年２月
国土交通省

道路局 都市局

デ
フ
レ
ー
タ

道路構造物
の更新に
要する費用

３．経済的・社会的効果



（６）便益の考え方
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交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）

３．経済的・社会的効果



３．社会的・経済的効果

（７）費用便益比

●当該道路は、隣接する事業で一体として効果を発揮することから、一体的に評価するもの
として、一体評価により、便益を算出。
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0.7km
H25.4開通

1.5km
R2.5開通

至木更津市

N
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EW

5.0km
事業中

Ｌ＝12.2km

Ｌ＝5.0km

茂原長南IC

Ｌ＝7.2km 事前評価対象区間

一体評価区間

再評価区間

凡 例
：国道
：主要地方道
：一般県道
：その他道路
：茂原一宮道路（供用区間）
：茂原一宮道路（事業中区間）
：茂原一宮道路（評価対象区間）
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３．経済的・社会的効果



（７）費用便益比（個別評価：事前評価区間）
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◆計算条件
基準年次 ：令和４年度

供用開始年次 ：令和１５年度

分析対象期間 ：供用後５０年

基礎データ ：平成２７年度道路交通センサス

交通量の推計時点：令和２２年度

推計交通量 ：6,800～8,000 （台/日）

基準年：令和４年度

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１１８億円 １５億円 ６億円 １３９億円

費用（Ｃ）

事業費 維持管理費 総費用

１．２

１１６億円 ４億円 １２１億円

３．経済的・社会的効果



（７）費用便益比（一体評価）
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◆計算条件
基準年次 ：令和４年度

供用開始年次 ：令和１５年度

分析対象期間 ：供用後５０年

基礎データ ：平成２７年度道路交通センサス

交通量の推計時点：令和２２年度

推計交通量 ：6,800～16,200 （台/日）

基準年：令和４年度

注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

４３１億円 ３９億円 １１億円 ４８１億円

費用（Ｃ）

事業費 維持管理費 更新費 総費用

１．４

３３４億円 １４億円 １億円 ３４９億円

３．経済的・社会的効果



４．環境に与える影響
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項目 予測結果 基準

二酸化窒素 基準の範囲内
１時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であ
ること

騒音 基準の範囲内 騒音に係る環境基準（Ｂ地域、２車線以下、昼間65dB、夜間60dB）以下

振動 基準の範囲内 第２種区域の要請限度（昼間70dB、夜間65dB）以下

植物 影響なし 環境要素を相当程度保全する

動物 影響なし 環境要素を相当程度保全する

景観 影響なし 環境要素を相当程度保全する

●本事業の実施にあたり環境影響予測を実施した結果、供用時にはいずれも基準値内の予測値
であったが、事業の実施にあたっては、低騒音及び低振動の工法、建設機械の採用などを
行っていく。

●予測手法について：大気質、振動は「道路環境影響評価の技術手法 国土技術政策総合研究所資料第 714 号」
（平成 25 年 3 月 国土技術政策総合研究所）、騒音は「道路環境影響評価の技術手法 4.騒音 4.1 自動車の走行に
係る騒音（平成 26年度版） 国土技術政策総合研究所資料第 842号」（平成 27年 3月国土技術政策総合研究所）に
基づいて行いました。



５．総合的な評価
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○まとめ

・事業の投資効果が認められる

（Ｂ／Ｃ＝１．４ 【一体評価】 ）

・事業の実施により、地域の利便性の向上、交通混雑の

緩和が図られ、救急医療活動の支援、防災等の効果が

期待できる。

令和５年度から事業に着手し、早期の整備を図る。


